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張すれば，コンフォーメィションの安定性を定量的に議論できる o さらに単独では不溶なポリマ を
共重合体にすることによって可溶化し，溶液中のコンブォーメィションを検討することも可能となる。
本研究ではpoly( r-benzy I L -glutamate) (PBLG). poly (.-carbobenzoxy L -Iysine) (PCBL). 
poly (L-alanine) (PLA)からなるプロ γク共重合体を合成した。




















誘電分散測定により， BLG-BCL-BLG型試料は， 単独のPBLGなら rヘリックスを巻き，単独の
PCBLならランダムコイルをとるような溶媒条件の下で，完全にrヘリックスを巻くことを示した O
これは両端のPBLG鎖により中央PCBL鎖のヘリックス形成がひきおこされたこと(conformational 
induction) を意味する O 実際，この効果が中央PCBLの鎖長が重合度60においてもなお存在すると
いう注目すべき結果を得た。さらにヘリックス・コイル転移挙動についても実験的に検討した。統計
力学理論を用いて，ブロック共重合体においては，ブロックの境界でもヘリックス形成が連続的に起
るとすれば，別の研究で得た各ペプチド残基の特性値によって，本実験の結果をほぼ満足に説明し得
ることを示した。従来の定性的な議論を一歩進め定量化し，さらにブロックの境界においてヘリック
ス形成が強化されることを示唆した点が特に注目される O 次にA-B-A型ブロック共重合ポリペプチ
ドの特性を生かし，従来，実測不可能でmあったPCBL及びPLAの溶液中での双極子能率を求めた O
その結果を他のポリペプチドと比較し，ヘリックス状態においては，極性の側鎖は主鎖の双極子を打
消すように配向することを石在三忍した O
以上の結果はポリペプチドの溶液中のコンブォーメーションに対して新しい知見を加えたのみなら
ず，共重合ポリペプチド研究の新しい方向を示唆した O これらの観点から，本研究は理学博士の学位
論文として充分価値あるものと認める O
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